
 
 

 

 

第二次瑞浪市環境基本計画 

【後期】 

概要版 

平成３０年３月 

瑞浪市 



１ 第二次瑞浪市環境基本計画のあらまし 

 

（１）環境基本計画の位置づけ 

 環境基本計画とは、環境の保全、改善、創出に関する基本的な計画です。本計画に基づき、市民・事業

者・行政の各主体が、積極的に環境保全活動を実践することにより、環境への負荷を減らし、持続的な発

展が可能な社会をつくり、人と自然が共生した、快適で住みよい社会を実現し、後世に継承していくこと

を目指すものです。 

 

■市政運営の道標となる第6次瑞浪市総合計画を環境面で支える計画です。 

 

■長期的な視点に立って、本市が目指す環境保全の道筋を示すものであり、市民・事業者・行政が共有す

る本市の環境保全への基本認識を示すものです。 

 

■環境基本計画は本市における今後の環境施策の基本方向を示すものであり、市が施行する他の部門にお

ける環境保全の関連事項は、本計画に示す方向に沿って、策定、推進を図るものとします。 
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（２）環境基本計画の対象 

○対象とする地域 

  本計画の対象とする地域は、本市全域とします。 

○対象とする主体 

   計画を実行していく主体は、「市民」、「事業者」、「行政」です。これらの各主体の参画と協力により、

環境基本計画を推進していくものとします。 

○対象とする環境・活動 

   環境には、様々な対象が含まれ、それらは相互に関連しあっています。環境基本計画は、大きく次

の5つの視点から定義した環境と活動を対象としていきます。 

 

 

瑞浪市環境基本条例 

（平成11年（1999年）12月制定） 

他の部門計画 

瑞浪市都市計画マスタープラン 

瑞浪市国土利用計画 

瑞浪市農業振興地域整備計画 

             等 

岐阜県環境基本計画 

（平成 28 年（2016 年）度～  

平成 32 年（2020 年）度）  

(平成 28 年（2016 年）3 月策定)  

「岐阜県長期構想」に示されてい

る『「清流の国ぎふ」づくり』の

具体化 

環境基本法 

(平成5（1993年）年11月

公布) 

本計画に基づく 

各種環境施策の展開 

 

瑞浪市一般廃棄物処理計画 

瑞浪市生活排水処理基本計画等 

第6次瑞浪市総合計画 

 

第二次瑞浪市環境 

基本計画（後期） 
環境の保全に関する総合計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）計画期間と目標年次 

 本計画の期間は、第6次瑞浪市総合計画に併せるため、当初の計画期間を1年延長し、平成25年（2013

年）度から平成35年（2023年）度までの11年間とします。 

なお、環境保全に対する社会情勢や科学技術の進歩、市民意識、社会ニーズの変化に合わせ、計画の実

効性との調整から必要に応じ適宜見直しを図るものとします。 

 

２ 望ましい環境像と環境基本目標 

（１）望ましい環境像 

 本市は、山林、河川など、良好な自然資源が市内一円に分布し、豊かな生態系をもったまとまりのある

自然環境を形成しており、また、中山道の宿場町に代表される古い歴史の中に、窯業、農業などの産業が

あり、自然に育まれた生活の営みが感じられるまちです。 

 本市は、こうした豊かな自然を背景として、これまで窯業や農業のまちとして栄えてきましたが、近年

は、活気のある先端産業を取り込んだ活力のある産業文化都市への成長を目指しています。 

 こうした都市機能の拡充の一方で、市民は、身近な自然や風土と一体となった生活の営みを通じて心の

豊かさを求めています。本市には、かつて、里山や集落が生活域として併存し、地域の生態系を巧みに維

持・管理しながら暮らしの質を高めてきた知恵（人）の歴史が今も息づいています。 

気候や地形などの自然環境だけでなく、歴史や人の暮らしなど、自然と人との関わりにより育まれてき

た「風土」の中で、全ての人が、環境問題を自分のこととして環境に対する意識を持ち、行動していくこ

とが大切です。 

このような視点に立ち、風土と人の力によって現在まで、先人により脈々と築かれてきた本市の豊かな

自然と文化に支えられた優れた環境を受け継ぎ、将来に継承するために、望ましい環境像を次のように定

めました。 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

① 自然環境（身の回りに存在する空気や水、土、生物

など生き物の生存の基盤をつくる環境） 

② 社会環境（風土の中で継承された歴史・文化資源、

農村やまち並みのたたずまいなど、固有の歴史・文化

に根ざした環境や産業、交通、公園などの社会生活で

の環境） 

③ 生活環境（大気質、水質、騒音、悪臭、廃棄物など、

人間が生活、活動することによって、何らかの影響を

受け、新たに公害などを発生する環境） 

④ 地球環境（市域の枠を超えた地球的規模での環境） 

⑤ エネルギー利用・循環・保全活動（環境保全に向け

た市民・事業者・行政の行動） 

 

風土と人の力 

 

 

望ましい環境像 
瑞浪市の風土 

・豊かな緑がつくるきれいな空気 

・清らかで豊富な水資源 

・長年、培われた里山や田園 

・豊かで多様な動植物 

・人と自然が育んだ歴史、文化 

瑞浪市の人  々
・自然や文化を大切にする市民・ 

事業者 

・歴史・風土に親しむ来訪者 

・自然や文化を慈しむ市民団体 

・環境を保全しながら暮らしの質を 

高める行政 

②社会環境 ③生活環境 

①自然環境 

⑤ 
エネルギー
利用・循環・ 

保全活動 

④地球環境 

・風土と人の力で育む豊かな自然と文化のまち・瑞浪 

 



２．２ 環境基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・里山をはじめとした自然と人との相互の営みを持続させます 

・里地・里山や水辺の維持・保全を通じて地域の水循環と生産基盤を維持します 

・生物の生息環境を含む生態系としての自然環境の維持・保全に努めます 

・流域での連携や広域的な取組みにより自然環境の維持・保全に努めます 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

基本理念１ 

自然との共生 

本市の風土を形成する基本資源としての自然環境を保全するとともに、

環境問題を地域の連携によって取組む課題であると捉え、自然との共生

や生物多様性確保を図ります 

＜瑞浪の保全すべき自然＞  

・東濃丘陵地帯等の地形・土岐川等の水系 

・周伊勢湾要素植物群などの特徴的な植物群 

・地域の水や生活資源の循環の原点となる里山の自然 

・里山に抱かれた里地の身近な自然環境と生産機能 

・多様な生態系が生み出す動植物の生育地・生物多様性の恵み 

基本目標 １ ： 瑞浪市の風土の基盤である里地・里山や河川等水辺の維持・保全を図りま

す 

身近な水辺で自然とふれあう 土岐川に生息するオオサンショウウオ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民の日常生活や事業活動における環境配慮と意識的な行動選択を促します 

・循環型社会の形成推進など、持続可能な社会への取組みを推進します 

・省エネルギー型のライフスタイルを選択し、新エネルギーの利用を促進します 

・上記に関わる生活行動や事業活動に関する情報交流を促進します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念２ 

環境と経済の 
好循環 

環境配慮の取組みが環境ビジネスの拡大や雇用の創出を生み、持

続可能な社会となるよう、環境・経済・社会の好循環を進めます 

＜環境と経済の好循環のイメージ＞  

 

基本目標 ２ ： 市民一人ひとりが環境に配慮し行動することで、生活の質の向上につなげ

ます 

 
消費者の商品・サービス
購入の際の環境に配慮

した行動と選択 

 
環境に配慮した商
品・サービスの充実と
環境技術の進展 

 
消費者の利便性・快
適性や価格等の経
済への還元 

地産地消拠点・農産物等直売所「きなぁた瑞浪」 土岐川河川清掃 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・美しい瑞浪市の郷土景観を保全します 

・歴史的・文化的環境を保存します 

・歴史・文化を通じて人々のふれあいの場を創出します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境や歴史的・文化的環境の保存・活用を通じて、自然・歴史・

文化と地域の誇りが身近に感じられるまちづくりを進めます 

＜瑞浪の活用すべき歴史・文化財産＞  

・里山を背景とした良好な田園景観や河川景観 

・豊かな歴史や文化資源、「焼きもの」をはじめとした伝統産業 

・中山道、中馬街道などの歴史の道 

・「大湫宿」・「細久手宿」の宿場町、「一里塚」等の史跡 

・「鬼岩」・「明世化石」等の天然記念物 

・瑞浪美濃源氏七夕まつり、半原操り人形浄瑠璃、獅子舞、美濃歌舞伎、 

笹踊りなどの伝統芸能 

基本目標 ３ ： 瑞浪市らしい風土を活かし、人とのふれあいができる文化環境を 

創出します 

基本理念３ 

歴史・文化を活かす 

 

 

鶴城笹踊り 半原操り人形浄瑠璃 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自然とのふれあいを通じて環境学習や市民参加による環境活動を推進します 

・活動の組織的な取組みへの展開や環境に係る地域リーダーの育成を図ります 

・事業者の環境共生への参画に向けて環境情報の提供など支援を推進します 

・各主体間の連携を図り協力体制・推進体制を確立します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念４ 

参加と協働 

 

一人ひとりが環境に負荷を与え、地域の自然や風土の恩恵にあずかっ

ている認識をもち、すべての「人の力」を育み、結集して、環境活動へ

の積極的な参加を促します 

＜参加と協働の広がりのイメージ＞  

・市民と事業者、市のそれぞれの役割分担と積極的な取組み 

・環境問題の解決に向けたすべての人々による取組み・人の輪の広がり 

・次世代を担う子供たちの身近な環境学習、環境教育の場の広がり 

・環境問題に取組む人材育成と次世代への意識と技術の継承 

 

基本目標 ４ ：市民の誰もが参加でき、継続性のある計画の推進体制を実現します 

家族ふれあい芋煮会 

（瑞浪地区まちづくり推進協議会） 
 

松野湖クリーン作戦 



 

基本目標 基本施策 

1 

瑞浪市の風土

の基盤である

里地・里山や

河川等水辺の

維持・保全を

図ります 

 

 

① 
里山の保全と活

用 

市の風土を形づくる里山と人との関わりを絶やさぬよう継承に
努め、里山を市の自然環境の重要な基盤として捉え、新しい時
代に向けた保全と活用を図ります。 

② 

食と生命を支え

る農地の保全と

修復 

食を通じて生命を支える「農」の基盤である農地と、地域の生
態系を育む環境としての山間や低地の水田や畑を保全します。
また有機栽培など、人にも自然にも優しい環境に負荷の少ない
農業への取組みを継続して支援します。 

③ 
地域の水循環の

保全と修復 

健康な自然環境を維持する上での生命線となる水循環は、瑞浪
市の環境基盤の一つであり、川や湖が蓄える地表水と里山が蓄
える地下水の水循環が、健全に維持されていくことを目指した
保全と修復を図ります。 

④ 

多様な動植物の

生息・生育環境

の保全と創出 

天然記念物や貴重種を含めた野生生物の生息・生育環境の保護
保全と創出に向けた取組みを進め、生物多様性の保全を図りま
す。 

2 

市民一人ひと

りが環境に配

慮し行動する

ことで、生活

の質の向上に

つなげます 

 

 

① 
循環型社会づく

りの推進 

廃棄物の発生抑制、資源再利用、再生品利用、再資源化の推進
等を行うことにより、循環型社会づくりに向けた取組みを進め
ます。 

② 
エネルギー循環

の効率化 

エネルギーを効果的、効率的に使用する省エネルギーへの取組
みや自然エネルギーの利用の推進、また、環境に配慮した省エ
ネ型の住宅づくりを推進し、低炭素社会の実現を目指します。 

③ 
水質浄化対策の

推進 

公共下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の普及な
どの下水道整備を基本とし、山間部に多くの居住地が点在する
瑞浪市の環境特性に配慮したきめ細かな水質浄化の取組みを進
めます。 

（３） 施策の体系 

望ましい

環境像 

環境像 

風
土
と
人
の
力
で
育
む
豊
か
な
自
然
と
文
化
の
ま
ち
・
瑞
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具体的施策 市民・事業者の取組 

鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する
法律に基づく被害防止計画を策定し、鳥獣被害対策実施隊による加害
鳥獣の駆除を行います。 

○市民の取組 
・地域、集落が主体となり、農地の持つ
多面的機能を維持し、次世代に継承す
るための保全活動を行います。 

・農産物等直売所を利用するなど、地元
農畜産物を積極的に購入するよう心が
けます。 

・草刈り等河川の適正な維持管理に努め
ます。 
・市内河川でのホタル等希少動植物の保
護活動を行います。 

・シデコブシやハナノキの保護活動を行
います。 
 
○事業者の取組 
・高齢化や後継者不足等により中山間地
域を中心に耕作放棄地が増える中、継
続可能な農地を集積し、農業基盤の維
持を図ります。 

・効率的で安定的な農畜産業を追及し、
瑞浪市特産品の生産拡大や、新たな農
産物の生産展開を進めます。 

・所有する森林に対する補助事業等を活
用し、間伐等の整備を行います。 

・森林の伐採後は、針広混交林化や広葉
樹化の植林を行い、土砂の流出防止と
生態系の再生に努めます。 

市民の新たなニーズに対応すると同時に、森林の多面的機能の充実や
持続可能な木材生産の達成に向けた森林配置計画を含む森林整備計画
を策定します。 

地域、集落が主体となり、農地の持つ多面的機能を維持し、次世代に
継承するための保全活動を行います。 

高齢化や後継者不足等により中山間地域を中心に耕作放棄地が増える
中、継続可能な農地を集積し、農業基盤の維持を図ります。 

農産物等直売所出荷者への支援、学校給食での地元野菜の使用促進等
を通じて、地産地消を推進します。 

耕作放棄地の解消に繋がる活動の支援、新規営農希望者や農地を探す
人の支援を通じて、農地の維持、確保に努めます。 

農産物等直売所出荷登録者数を増やします。 

優良農地の現状を維持若しくは面積を増やします。 

所有する森林に対する補助事業等を活用し、間伐等の整備を行います。 

土岐川河川清掃や松野湖クリーン作戦を活用し、保全修復を図ります。 

ため池整備事業を活用した農業用ため池の整備を行うとともに、災害
防止のため、利用しなくなったため池の廃止を行います。 

自然環境に影響の少ない河川改修や道路改良を実施します。 

水辺の楽校やカワゲラウォッチングを通して、水生生物の実態や身近
な河川の水質について学び、保全に活動につなげます。 

生物多様性の保全のため、特定外来生物の調査や駆除を行います。 

資源ごみリサイクル率の向上に努めます。 ○市民の取組 
・愛園作業（保護者による園の清掃・遊
具の塗装）をします。 

・ＰＴＡによる資源回収を実施します。 
・児童会・生徒会によるアルミ缶やエコ
キャップの回収、地域清掃活動に取組
みます。 

・防油ます設置により汚水処理施設の負
荷を低減し、処理水質を向上させます。 

・所有する空き家等の適正管理をします。 
 

可燃ごみ・不燃ごみ処理量の削減を進めます。 

樹木の剪定枝等の堆肥化による還元・利用を行います。 

使用済小型家電回収品目の拡充をします。 

色付きトレイの回収を検討します。 

建設発生土の抑制と再利用の推進及び建設リサイクル資材の積極的利
用に努めます。 

市民省エネモニターの実施により、省エネの意識啓発を行います。 

屋根置き型太陽光発電システムの普及啓発を行います。 

エネルギー消費の収支がゼロになる住宅（ZEH）の普及啓発を行います。 

公共施設におけるCO2削減に努めます。 

水洗化率の向上に努めます。 

防油ます設置により汚水処理施設の負担を低減し、処理水質の向上に
努めます。 

河川において、観測地点の環境基準を超過した場合、原因を分析し、
施策に活かします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 基本施策 

2 

市民一人ひ

とりが環境

に配慮し行

動すること

で、生活の

質の向上に

つなげます 

④ 

健全な生活環境

の保全対策の推

進 

騒音・振動の軽減対策、大気汚染防止対策、環境汚
染化学物質対策の強化、悪臭防止対策、空き家対策
を進め、安全・安心で、かつ、健全な生活環境の保
全を図ります。 

3 

瑞浪市らし

い、風土を

活かし人と

のふれあい

ができる文

化環境を創

出します 

 

① 
美しい郷土景観

の保全と創出 

豊かで快適な環境資源を培っていくため、これらの
美しい郷土景観を保全し創出していく取組みを進め
ます。 

② 

瑞浪市らしい地

域資源の保全と

活用 

瑞浪市らしい風土を形成している地域のすぐれた歴
史・文化・自然資源を保全、活用する取組みを進め、
瑞浪市らしい文化環境を培っていきます。 

③ 

愛着のあるふる

さとづくりの推

進 

市民が瑞浪市の歴史・文化に触れ合い、人と人が交
流できる機会や場を創出するため、まちづくりと連
携した愛着のあるふるさとへの取組みを進めます。 

4 

市民の誰も

が 参 加 で

き、継続性

のある計画

の推進体制

を実現しま

す 

① 
行政と市民との

協働体制の整備 

市の環境保全への取組みに関する情報をはじめ、市
民や企業が実施している環境保全活動などの情報シ
ステム化、市民の環境保全活動を支援していく制度、
しくみの充実を図ります。 

② 
環境教育・体験学

習の推進 

地球規模の環境から身近な生活環境まで幅広い環境
保全活動の分野における環境教育や体験学習の推進
を図り、地域の環境保全活動や地域環境にやさしい
ライフスタイルの確立を目指します。 

③ 
事業所の環境保

全意識の向上 

事業所の環境保全の取組み支援の一環として、事業
所に対する環境保全に関わる施策の紹介や法制度等
の周知を徹底するとともに、環境マネジメントシス
テムの導入に向けて情報を提供するなど支援を推進
します。 

風
土
と
人
の
力
で
育
む
豊
か
な
自
然
と
文
化
の
ま
ち
・
瑞
浪 

望ましい

環境像 

環境像 



※里親制度とは、市道や公園等の公共施設の美化・保全活動を行う市民活動団体を支援する制度です。 

 

具体的施策 市民・事業者の取組 

一般環境騒音測定調査地点における環境基準値の達成状況を全測定  
地点で維持し、振動に関しては、特定建設作業における事前届出の徹 
底、審査、指導を強化し、振動公害の発生を防止するよう努めます。 

 

悪臭防止法で定める特定物質が規制基準値を達成するよう努めます。 

空き家等の適正管理が行われるよう努めます。 

空き家等の関係法令や平成29年（2017年）度に策定する空き家等対策
計画に基づき、空き家等の対策を実施します。 

空き家・空き地バンクが活用されるよう努めます。 

悪臭防止法で定める特定物質が規制基準値を達成するよう努めます。 ○市民の取組 
・民俗文化財保存団体・伝統芸
能保存団体を結成し、子ども
たちへの伝承を図ります。 

・文化財保存団体や地縁団体等
により、地域の歴史的・文化
的遺産を保護します。 

・中山道や桜堂等、文化財の活
用に取組みます。 
・民家再生プロジェクトによる
大湫宿の清掃及びリフォーム
に取組みます。 

 
○事業者の取組 
・中山道エリアを修繕して保
存・活用し、地域の活性化を
行います。 

空き家等の適正管理が行われるよう努めます。 

空き家等の関係法令や平成29年（2017年）度に策定する空き家等対策
計画に基づき、空き家等の対策を実施します。 

中山道（大湫宿含む）に関する観光に取組みます。 

市内の指定文化財の指定件数の増加に努めます。 

空き家・空き地バンクが活用されるよう努めます。 

美濃源氏七夕まつりなど市内の祭りの参加者の増加に努めます。 

文化施設・歴史案内等ボランティアによる講座等の開催により、市民が
地域の歴史・文化と親しむ機会の創出に努めます。 

環境保全活動に参加する市民団体数の増加に努めます。 ○市民の取組 
・草刈り等公園の適正な維持管
理を実施します。 
・自治会やまちづくり推進協議
会等が主催する、環境問題に
関する活動へ積極的に参加し
ます。 

 
○事業者の取組 
・新春見本市におけるRe食器（リ

サイクル食器）普及活動を行
います。 

里親制度（※）による、公共施設の美化、保全活動を行う市民活動団体
に対する支援を行います。 

環境学習の機会創出に努めます。 

環境フェアみずなみを開催することで、市民の環境意識の向上に努めま
す。 

自然観察会を開催します。 

幼児園で飼育・栽培・園外保育・自然遊び等を通じて環境教育に取組み
ます。 

可燃物焼却施設や不燃物最終処分場、浄化センターによる小学生施設見
学の受け入れを通じて、環境保全の啓発を行います。 

文部科学省「スーパーエコスクール実証事業」へ参加し、環境負荷の少
ない学校を目指します。 

市内の全小・中学校で環境教育に取組みます。 

事業所に起因する悪臭や水質汚濁等の苦情に対し、原因及び対策に対す
る啓発と指導を継続していきます。 

産業廃棄物が不適正に処理されていないか、県や市の環境対策指導員、
環境美化監視員と協力して監視します。 



基本目標 具体的施策 数値説明 
目標値 

（平成 35 年（2023 年）度） 

現状値 

（平成 28 年（2016 年）度） 

1 

瑞浪市の風土

の基盤である

里地・里山や

河川等水辺の

維持・保全を

図ります 

地元の農畜産物を食べるように心がけている市民の割合 

（※市民アンケートによる調査結果） 
77.4% 72.8% 

鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための
特別措置に関する法律に基づく被害防止計画を策定
し、鳥獣被害対策実施隊による加害鳥獣の駆除を行い
ます。 

年間被害額 0円/年 116.1万円/年 

被害防止計 
画駆除頭数 

700頭/年 700頭/年 

農産物等直売所出荷登録者数を増やします。 登録者数 230人 189人 

優良農地の現状を維持若しくは面積を増やします。 
ほ場整 
備面積 

406.5ha（累計） 389.0ha（累計） 

所有する森林に対する補助事業等を活用し、間伐等の
整備を行いきます。 

間伐面積 800.00ha（累計） 556.27 ha（累計） 

ため池整備事業を活用した農業用ため池の整備を行
うとともに、災害防止のため利用のなくなったため池
の廃止を行います。 

整備及び 
廃止件数 

平成 30 年（2018 年）度 

未利用ため池の調査 

平成 31 年（2019 年）度

以降順次廃止 

廃止措置未実施 

生物多様性保全のため、特定外来生物の調査や駆除を
行います。 

オオキンケイ 
ギク駆除重量 

1,500ｋｇ/年 
90ｋｇ/年 

（乾燥後） 

2 

市民一人ひと

りが環境に配

慮し行動する

ことで、生活

の質の向上に

つなげます 

 

 

ごみの4R活動に取組んでいる市民の割合 

（※市民アンケートによる調査結果） 
81.0% 76.4% 

省ｴﾈﾙｷﾞｰ・新ｴﾈﾙｷﾞｰへの取組みをしている市民の割合 

（※市民アンケートによる調査結果） 
59.1% 50.0% 

水洗化推進により、市内の川、身近な水路がきれいになったと感じている市民の割合  

（※市民アンケートによる調査結果） 
66.3% 63.5% 

資源ごみリサイクル率の向上に努めます。 
リサイクル率 
（※１） 

26.0％ 21.2％ 

可燃ごみ・不燃ごみ処理量の削減を進めます。 

焼却量 焼却：10,000t/年 焼却：10,499t/年 

埋立量 埋立：2,000t/年 埋立：2,185ｔ/年 

使用済小型家電回収品目の拡充をします。 回収品目 23品目 15品目 

屋根置き型太陽光発電システムの普及啓発を行いま
す。 

補助件数 1,300件（累計） 720件（累計） 

公共施設におけるCO2削減に努めます。 
削減率 
（※２） 

△10.0% 

（平成 25 年（2013 年）度比） 

△3.4％ 

（平成 25 年（2013 年）度比） 

水洗化率の向上に努めます。 
水洗化率 
（※３） 

90.0％ 81.24％ 

空き家・空き地バンクが活用されるよう努めます。 成約件数 100件（累計） 

29件（累計） 

※平成 28 年（2016 年）度末累計 

（登録件数 43件） 

 

（４） 目標設定 

（３）「施策の体系」で提示した具体的施策のうち、目標値の設定が可能なものについて目標値及び現状値の

設定を行います。 



 

数値のデータ等に関する補足説明ついて 

項目 補足説明 

※１ 
リサイクル率の算出方法 

[リサイクル率] = [資源ごみ排出量] / [一般家庭ごみ総排出量（可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ）] 

※２ 

燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量の算出方法 

[二酸化炭素排出量] = [使用量] × [二酸化炭素排出係数] 

削減率の算出方法 

[削減率] = [当該年度の二酸化炭素排出量] / [平成25年（2013年）度の二酸化炭素排出量] 

※３ 

水洗化率の算出方法 

[水洗化率] = （[公共下水道区域内水洗化人口] + [農業集落排水区域内水洗化人口] + [合併処理浄化槽

人口]） / [総人口] 

基本目標 具体的施策 数値説明 
目標値 

（平成 35 年（2023 年）度） 

現状値 

（平成 28 年（2016 年）度）  

3 

瑞浪市らし

い、風土を活

かし人とのふ

れあいができ

る文化環境を

創出します 

自分のまちに誇りをもてる、魅力のあるまちなみだと感じる市民の割合 

（※市民アンケートによる調査結果） 
53.7% 45.4% 

中山道（大湫宿含む）に関する観光に取組みます。 
ボランティア 
ガイド利用者数 

4,500人/年 1,131人/年 

市内の指定文化財の指定件数の増加に努めます。 指定件数 120件（累計） 106件（累計） 

文化施設・歴史案内等ボランティアによる講座等の開
催により、市民が地域の歴史・文化と親しむ機会の創
出に努めます。 

ボランティア 
ガイド登録者数 

65人 29人 

4 

市民の誰もが

参加でき、継

続性のある計

画の推進体制

を実現します 

里親制度による、公共施設の美化、保全活動を行う市
民活動団体に対する支援を行います。 
※里親制度とは、市道や公園等の公共施設の美化・保
全活動を行う市民活動団体を支援する制度です。 

都市公園 
登録団体 

23団体 18団体 

市  道 
登録路線 

132路線 131路線 

環境学習の機会創出に努めます。 
環境学習 
実施回数 

13回/年 10回/年 

環境フェアみずなみを開催することで、市民の環境意
識の向上に努めます。 

入場者数 1,600人/回 600人/回 

自然観察会を開催します。 開催件数 10回/年 9回/年 

事業所に起因する悪臭や水質汚濁等の苦情に対し、原
因及び対策に対する啓発と指導を継続していきます。 

苦情件数 0件/年 2件/年 



（５）４つの基本目標を実現するための施策 

基本目標及びそれを構成する基本施策を実現する具体的な個別施策については、下図に示すように市

民・事業者・行政の各主体がそれぞれの役割を果たすとともに、各主体間の連携と協働により施策を推進

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民・事業者・行政の役割と連携イメージ 

市民 

事業者 
市 

『知識・情報』 
・環境学習・環境教育への参加 

・環境情報の収集 

『実践』 
・エコライフの実践 

・省エネ・新エネ機器の導入 

・公共交通の利用 

・グリーン購入の実践 

・地産地消の実践 

『発信』 
・環境学習活動を通じた発表 

・環境活動の発表 

・活動団体等の連携 

『知識・情報』 
・環境情報の収集 

・環境問題への理解 

・環境面での消費者ニーズの把握 

『実践』 
・環境に配慮した事業活動の実践 

・省エネ・新エネ機器の導入 

・環境負荷低減技術の研究・開発 

・環境面での社会貢献活動 

・グリーン購入の実践 

『発信』 
・環境情報の発信 

・商品・サービスの環境情報の公表 

・環境報告書、CSR報告書の公表 

 

『知識・情報』 
・環境情報の収集 

・環境配慮技術の取得 

『実践』 
・環境学習、環境教育の推進 

・市民活動の拠点づくり 

・自然エネルギー導入等のしくみづくり 

・環境配慮型ビジネスの育成・支援 

・グリーン購入の推進、率先行動 

『発信』 
・環境情報の発信 

・事業者の活動の公表・表彰 

・環境イベントの実施 

 

 

連携・協働 

連携・協働 

連携・協働 



 

.４ 計画の推進と進行管理 

（１）計画の推進 

今後 6 年間の施策を実現するためには、市民・事業者・行政の三者の適切な役割分担のもと、協

働により取組みを進めていくことが重要です。また、地球温暖化対策など地球規模での取組みや、

河川の水質保全などは、近隣自治体なども含めた広域的な連携・協力が必要なため、国や県、近隣

自治体等との協力・連携に基づきながら施策の推進を図ります。 

本環境基本計画を市民・事業者・行政で共有できるよう、三者が発信する情報を相互に受信し、

その情報が行動につながるような関係を三者で構築します。また、市民・事業者・行政の相互連携

により検証及び改善を行う、ＰＤＣＡ（Plan（計画）-Do（実施）-Check（検証）-Action（改善））

サイクルを向上（スパイラルアップ）させ、計画の継続的な改善を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan（計画） 

○事業目標の設定 

○新規施策等の立案      

○市民・事業者への発信、周知 

など 

Do（実施） 

○施策の推進 

○市民・事業者等の取組みの実施 

など 

Check（検証） 

○施策の実施状況の把握 

○目標の達成状況の評価・検証 

○環境の状況の把握 

○市民・事業者等の意見の収集 

など 

Action（改善） 

○施策の改善・見直しの検討 

            など 

ＰＤＣＡ 

サイクル 



 

（２）推進体制 

本計画に掲げる施策は、本市の行政全般に関わるものであり、計画の推進のためには全庁的な取

組みが必要です。庁内における横断的組織により、本計画に基づいて実施される庁内各部局の各種

事業の進行状況に関する情報を収集・点検するとともに、計画の効果的な推進に向けて連携・強化

を図ります。 

 

（３）進行管理 

本計画に掲げた環境保全の取組みを市民、各種団体、事業者と連携・協力して進めるため、市民、

事業者で構成する環境審議会を定期的に開き、計画に基づく施策及び指標の進捗状況等を点検・評

価し、市に対して意見や提言を行うなど、市民との協働による進行管理の開かれた場とします。さ

らに、市民・事業者からいただいた意見・提言を受けて対応を検討し、計画の推進に反映させると

ともに、必要に応じ施策や指標等についても改善・見直しを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）計画の見直し 

本計画（後期）の期間は、6 年としますが、新たな環境問題や社会情勢の変化等に適切に対応す

るため、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境施策の推進 

・進捗状況の管理 

・施策の評価・とりまとめ 等 

事業者 

行政 

（瑞浪市） 

 

・施策に関する情報交換・意見交換 

・環境施策の進捗状況のチェック 

・各主体間の活動協力 等 

環境審議会 参加 

協力・連携・協働 

諮問・報告・情報提供 答申・意見・提案 

関
係
課 

関
係
課 

関
係
課 

庁内横断組織 
（幹部会等） 近隣自治体 

県、国 

連携・協力 

市民・市民団体 

協
力
・
連
携
・
協
働 

協
力
・
連
携
・
協
働 

参加 


